
祝福の神と神の祝福（鳥瞰､詩歌:176) 
Overview：主は彼の牧養を通して私たちを彼の祝福の享受の中へともたらし、祝福の大雨の下で私たちを祝福の源とならせます。まず、私たち自身が主の祝福を享受し、そ
れから主は私たちを他の人たちに対する祝福の源とならせ、彼らに供給を得させます(Ⅰ)。そのために、私たちは、神が祝福の神であることを知り(Ⅱ)、神の祝福を尊び(Ⅲ)、生
み、増え、地に満ち、地を従わせます(Ⅳ)。また、民数記 6章に 3重の祝福(Ⅴ)、詩編 133篇に一の実行(Ⅵ)、エペソ 1章に父子霊の 3重の祝福があることを見ます(Ⅶ)。更に、
ガラテヤ 3章でアブラハムの祝福がその霊であること(Ⅷ)、聖書の様々な箇所で、「杯」という言葉を用いて、神の祝福を示していること(Ⅸ)を啓示しています。 
Ⅰ．主は彼の牧養
を通して私たちを
彼の祝福の享受
の中へともたらし、
祝福の大雨の下で
私たちを祝福の源
とならせます： 
Ａ．まず、私たち自
身が主の祝福を
享受し、それから
主は私たちを他
の人たちに対す
る祝福の源となら
せ、彼らに供給を
得させます。 
Ｂ．神はその季節に
したがって祝福の
大雨を降らせます。 

Ⅱ．神は、祝福の神です： 
Ａ．神は人を創造した時、人が神を人の祝福として享受する
ことを意図しました。しかし、アダムの堕落を通して、人は人
の祝福と享受としての神を失ってしまいました。 
Ｂ．創世記第12章3節において、アブラハムに約束された神の祝
福は、創造の祝福と贖いの祝福から成っています。それは神が
人に与えたいすべて、すなわち神ご自身と、この時代と来たる
べき時代において神が持っているものすべてとを含みます： 
１．神はアブラハムに福音を宣べ伝えた時、召された者た
ちにご自身を祝福として与えることを約束しました。 
２．創世記第22章18節によれば、この祝福はアブラハムの
子孫、すなわちキリストを通してすべての諸国民に来ます：
ａ．神がアブラハムを祝福したことは、最終的に唯一の子
孫としてのキリストを生み出し、彼の中で地のすべての諸
国民は祝福されます。 
ｂ．キリストにあるすべての信者は、団体的なキリストの肢
体として、この子孫の中に含まれており、神の約束された
祝福の相続人となります。 

Ⅲ．私たちは神の祝福を尊ぶ必要があります： 
Ａ．クリスチャンの正常な生活は、祝福の生活であり、クリス
チャンの正常な働きは祝福の働きです。 
Ｂ．私たちの働きにおいて、クリスチャン生活において、召
会生活において、あらゆることが神の祝福にかかっている
ことを、私たちが認識する日が来なければなりません。 
Ｃ．私たちは主に仕えることにおいて、神の祝福を信じ、神
の祝福を尊ぶべきです： 
１．私たちは召会生活をし、実行するとき、神の祝福を妨
げないことを学ぶ必要があります。 
２．私たちは神の祝福に信頼し、神の祝福を受けることを
妨げる障害を取り除くべきです。 
Ｄ．私たちは新約の祝福を尊び、それに焦点を合わせる必
要があります。それは再生、神聖な命と神聖な性質、内住
する霊、造り変え、主と一つ霊であること、神のようになっ
て、彼の栄光の中へと入ることです。 
Ｅ．パウロのように、私たちは「キリストの祝福に満ち満ちた
もの」を経験することができます。 

Ⅳ．創世記第1章28節において、神は
人を祝福して、人が生み、増え、地に
満ち、地を従わせるようにしました： 
Ａ．神は人にご自身を表現させ、ご自
身を代行させる前、彼の満ち満ちた
祝福を注ぎ出す方法がありませんで
した。 
Ｂ．神は人を創造した後、命のあるもの
が神のかたちを帯び、神の統治権を
持っているのを、地上で見ることがで
きました。ですから、直ちに、神は彼
の満ち満ちた祝福を人に与えました。 
Ｃ．神の祝福を受ける資格は、かたち
と統治権です。 
Ｄ．祭司職は神のかたちのためであ
り、王職は神の統治権のためである
ので、神の祝福は祭司職と王職と共
にあります。 

Ⅴ．民数記第6章23節から27節において、民に対
するエホバの三重の祝福の中で、神聖な三一が
啓示されています： 
Ａ．民数記第6章23節から27節における祝福は、
コリント人への第二の手紙第13章14節における
祝福のように、三一の神の永遠の祝福です： 
１．この永遠の祝福は、三一の神が彼の神聖な
三一の中でご自身を私たちの中へと分与し、私
たちに享受させることです。 
２．全宇宙において、唯一の祝福は三一の神で
す。この祝福が私たちに臨むのは、彼の神聖な
三一（父、子、聖霊）の中で神聖な方を私たちの
中へと分与することを通してです。 
Ｂ．民数記第6章24節から26節には三一の神の祝
福があります： 
１．「エホバがあなたを祝福し、あなたを守られます
ように」は、御父と関係があると見ることができます。
２．「エホバが御顔をあなたの上に輝かし、あな
たに対して恵み深くありますように」は、御子と関
係があると見ることができます。 
３．「エホバが御顔をあなたに上げ、あなたに平安を与
えられますように」は、聖霊と関係があると見ることが
できます。４．御父は私たちを祝福し、御子は私たちの
上に輝き、聖霊は御顔を私たちに上げます。その結
果、私たちは守られ、恵みを受け、平安を持ちます。 

Ⅵ．詩篇第133篇は、命の祝福が
神の民の一と内在的に関係があ
ることを啓示しています。私たち
は神の祝福をもたらすために、
一を実行しなければなりません： 
Ａ．詩篇第133篇3節の命は、神の
永遠の命です。それは召会生活
において一の中で共に住んでい
る者たちに対する祝福として、神
によって命じられています： 
１．詩篇第132篇は召会の命を
予表しており、詩篇第133篇は
召会の生活、すなわち最高の
生活、兄弟たちが一の中で共
に住んでいる生活を予表して
います。 
２．そのような生活によって、神
は入って来て、油塗る霊、潤す
恵み、永遠の命をもって私たち
を祝福します。 
Ｂ．私たちは主が命じた命の祝福
の下にいようとするなら、一の立
場の上にいなければなりません。 
Ｃ．一つ思いは、新約のあらゆ
る祝福のマスター・キーです。 

Ⅶ．私たちの主イエス・キリ
ストの神また父は、キリス
トの中で、天上にある霊の
ものであるあらゆる祝福を
もって、私たちを祝福してく
ださいました： 
Ａ．御父は、神聖な祝福
の源です。その霊は、
神聖な祝福の性質と本
質です。御子は、神聖
な祝福の範囲、要素、
手段です。 
Ｂ．神聖な祝福の性質と
本質は霊のものであり、
この祝福の要素はキリ
ストご自身です。キリスト
が神の祝福の要素であ
ることは、キリストご自身
が神聖な祝福であること
を意味します。 
Ｃ．キリスト、御子ご自身
が祝福です。その霊は
祝福の性質と本質です。
御父はこの祝福を与え
る源です。 

Ⅷ．ガラテヤ第3章14節が示して
いるのは、その霊がすべての諸
国民のために神がアブラハム
に対して約束した祝福であり、ま
たキリストにある信仰を通して
信者たちによって受け入れられ
た祝福であるということです： 
Ａ．創世記第12章3節におい
て、神が地のすべての諸国
民のためにアブラハムに約
束した祝福は、成就されまし
た。祝福はキリストの中で、
彼の十字架上の贖いを通し
て、諸国民に及びました。 
Ｂ．福音において、私たちは罪
の赦し、洗い、清めという祝
福を受けているだけではあり
ません。さらにいっそう、私た
ちは最大の祝福を受けてい
ます。その祝福とは、最も主
観的な方法で私たちの中に
住んで、私たちの享受とな
る、手順を経た、すべてを含
む霊としての三一の神（父、
子、霊）です。 

Ⅸ．聖書は、「杯」という言葉を用い
て、祝福を示しています： 
Ａ．キリストの牧養の下で、私たちが祝
福の源としての御父を享受するとき、
私たちの杯は満ちあふれています。 
Ｂ．Ⅰコリント第10章16節前半におい
て、パウロは「祝福の杯」について
語っています： 
１．この杯は新しい契約であり、新
約のすべての豊富な祝福（神ご自
身を含む）から成っています： 
ａ．この新しい契約の中で、神は罪
の赦し、命、救い、すべての霊的
で、天的で、神聖な祝福を私たちに
与えます。 
ｂ．この新しい契約が私たちに与え
られるとき、それは杯、私たちの分
け前です。 
ｃ．主はご自身の血を流し、神は契約
を制定しました。そして私たちは杯を
享受し、その杯において、神と神に属
するすべては、私たちの分け前です。 
２．主の食卓において、私たちは杯
を飲むとき、神の祝福を受けます。
この祝福は神ご自身です。 
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経験①：すべてのことが神の祝福にかかっていることを認識する 
私たちは真に神の祝福を尊んでいるでしょうか？ 主は、ご自身の祝福が第一位を占

める点にまで、私たちが今まで一度も行ったことのない点にまで、私たちをもたらしたい
のです。主は私たちをそのような点にまでもたらすとき、前進する道を得られるでしょう。 
神の働きにおけるあらゆることが神の祝福にかかっていることを見る点にまで、主が私た

ちをもたらすなら、それは神に対する私たちの労苦において基本的な変化をもたらすでしょ
う。私たちは何人の人々がいるか、どれだけのお金があるか、どれだけのパンがあるかを
考えないでしょう。私たちは自分には十分にないが、祝福は十分であると言うでしょう。祝福
は、私たちが応じることのできない必要に応じます。私たちは必要の大きさを満たすことは
できませんが、祝福は私たちの不足よりさらに大きいのです。私たちがこの事を見るとき、
働きに基本的な変化があるでしょう。あらゆる事柄において、私たちは状況を考慮する以上
に祝福を見なければなりません。方法、考慮、人の知恵、賢明な言葉はすべて、無益です。
神の働きにおいて私たちは、神の祝福を信じ、仰ぎ望むべきです。多くの場合、私たちは不
注意であり、働きに損害を与えますが、このことは問題ではありません。もし主が私たちに
小さな祝福を与えるなら、私たちはどんな問題でも突破することができます。 

在職青年編 
クリスチャンの正常な生活は、祝福の生活であり、クリスチャンの正常な働きは祝福の

働きです。私たちの働きにおいて、クリスチャン生活において、召会生活において、あらゆ
ることが神の祝福にかかっていることを、私たちが認識する日が来なければなりません。 
あなたの召会生活が正常であれば、あなたのビジネス・ライフは神の祝福の下にあります。

天から雨が降らなければ、農夫がどれだけ労苦しても農作物が育たないように、神の祝福
が天から下って来なければ、あなたがどれだけ労苦しても祝福を刈り取ることはできません。
あなたは神と正しく協力して、神の祝福をあなたのビジネス・ライフにもたらすことができる人
であるべきです。あなたの神が祝福の神であり、神はあなたを祝福することを願っておられ
ることを認識して、あなたは神の祝福を尊ぶ必要があります。 
神の祝福にあずかるために、あなたは正常な召会生活を持つ必要があります。正常

な召会生活とは、ⅰ)毎日、御言葉を祈り読みして、キリストを享受する生活、ⅱ)キリスト
と召会を尊び、何よりもまず、これらを追い求める生活、ⅲ)神の祝福に信頼して思い煩
わない生活です。以下の御言葉を読んでください。 
マタイ4:4 しかし、イエスは答えて言われた、「『人はパンだけで生きるのではなく、神の
口から出るすべての言葉によって生きる』と書かれている」。 
6：31 こういうわけで、『何を食べようか？何を飲もうか？何を着ようか？』と言って、思い煩っ
てはならない．32 なぜなら、これらの物はすべて、異邦人が切に求めているからである。あ
なたがたの天の父は、これらの物がすべてあなたがたに必要であることを、ご存じなのであ
る。33 むしろ、まず父の王国(召会)と父の義(キリスト)を求めなさい．そうすれば、これらの物
はすべて、あなたがたに加えられる。34 こういうわけで、明日のことを思い煩ってはならない．
明日は明日自身が思い煩うからである。その日の苦労は、その日だけで十分である。 
兄弟の証し：私は召会生活が特に忙しい時に、仕事が忙しくならないようにと主に祈りました。
ところがほとんどの場合、召会生活が忙しい時には仕事もますます忙しくなりました。私は非
常に困惑して、途方に暮れましたが、そのような環境の中で、キリストと召会を第一にするこ
とを学ぶことができました。実はこのような環境は神が私に与えた試練であり、それは私が真
にキリストと召会に優先順位を与えているかどうかをテストするためでした。主のあわれみに
より、このような試練を経過することで、多くの不思議な祝福にあずかることができました。例
えば仕事のキリが悪くても、集会や訪問を優先して仕事を早く切り上げて、主に言いました、
「主イエスよ、あなたが私の代わりに残業してください」。その結果、主が私の代わりに残業し
てくださり、様々な問題を回避し、プロジェクトを進めることができたのです。このような経験を
通して、祝福の神が、私のビジネス・ライフを祝福してくださっていることが分かりました。 

経験②：一つ思いは、新約のあらゆる祝福のマスター・キーである 
一つ思いがないなら、私たちが行なうすべてはむなしくなります。私たちは主の回復

における実行が、他の人たちが模倣するための事柄でないことを認識しなければなり
ません。あなたは命を持たなければなりません。あなたは何を行なうにも、命を必要と
します。あなたは、使徒行伝の百二十人の境界石が何であったかを見なければなりま
せん。福音書と使徒行伝を分ける境界石は、聖霊の中のバプテスマではありませんで
した。その境界石は一つ思いでした。…あなたはその霊の中のバプテスマを経験した
いなら、一つ思いを持たなければなりません。地方召会のすべての肢体が一つ思いを
持つなら、その霊の中のバプテスマはそこにあります。あなたは福音を宣べ伝える正し
い方法を真に実行したいなら、一つ思いを必要とします。この鍵がなければ、どの扉も
開かれることはできません。一つ思いは、「すべての部屋のマスター・キー」、すなわち
新約のあらゆる祝福のマスター・キーです。 

中高生/奉仕編 
創1:26 それから、神は言われた、「われわれのかたちに、われわれの姿にしたがって、
人を造ろう．そして彼らに、海の魚と空の鳥と家畜と全地と地を這うすべての這うものを
治めさせよう」。 
神が人を創造したとき、神の人に対する2つの願いがありました。ⅰ)人は神の命を受け

入れ、神を表現する、ⅱ)人は神の権威を代行して、すべてのもの、特にサタンを治めるこ
とです。したがって人は神を享受し、リーダーシップを発揮して、万物を治める必要がありま
す。このことを実行できるのはクリスチャンであるあなたです。あなたはクリスチャンとして
正常であるなら、人々の間でリーダーとなるべきであり、また主の証しのためにリーダーと
なることを願うべきです。 
Ⅰテモテ3:1 次の言は信実です．すなわち、人が監督職を熱心に求めるなら、彼は良
いわざを願うのです。 
FT：純粋な動機をもって熱心に求めることは、不純な動機をもった野心とは異なります。 
リーダーになるのは煩わしいので、なりたくないと考えないでください。数十名のリー

ダーでなくても、数名のリーダー、あるいは2、3名の間のリーダーでもいいので、主の中で
すべてのことを統治することを若い時から少しずつ学んでください。神はあなたをそのよう
に創造され、学校の中であなたがリーダーシップを発揮することを願っておられます。 
正しいリーダーは、人々を神の祝福にもたらします。人々が神の祝福にあずかるため

に、その人々は一つ思い、一つ心でなければなりません。言い換えると正しいリーダーは、
人々を一つにまとめることができる人です。ほとんどの場合、クラブ活動であれ学校のク
ラスであれ、人々の間には一致がなく、それぞれの人は自分自身の方向性を持っていま
す。このような場合、そのグループは非常に強くなることはできません。 
今年の夏の甲子園・全国高校野球大会で、埼玉県の花咲徳栄高校が優勝しました。

これは埼玉県では初めての優勝でした。野球部の監督は、埼玉県に優勝旗を持って帰
るという目標を持って部員を一つにまとめることで、優勝というすばらしい結果を獲得し
ました。この世の団体であっても神が祝福するには一致が必要です。あなたが属してい
るクラスやクラブは召会ではありませんが、それらの組織の中であなたはリーダーとな
り、人々をまとめ、神の祝福の下に置くことができます。 
召会の奉仕についていうと、奉仕のリーダーたちは、兄弟姉妹の間に強い一があるよ

うにする必要があります。召会の奉仕においても多くの場合、それぞれの兄弟姉妹は少
しずつ違った方向に向かっており、分裂という状態でなくても、強い一つ霊と一つ思いが
ありません。兄弟姉妹は分裂しているわけではないのでこのような分けられた状態にあ
まり感覚がありません。あなたはリーダーとして、キリストのからだを建造し、サタンと戦
い、サタンを辱め、神を喜ばせるという唯一の目標に向かって、兄弟姉妹をまとめ、一つ
思いにすべきです。そうすれば、神は召会に大いなる祝福を与えてくださるでしょう。  



引用聖句: 
Ⅰ．主は彼の牧養を通して私たちを彼の祝福の享受の中へともたらし、祝福の大雨の
下で私たちを祝福の源とならせます： 
エゼキエル 34:26 私は彼らと、私の丘の周りの場所を祝福とし、その季節にしたがっ
て大雨を降らせる．祝福の大雨があるようになる。 
29 わたしは彼らのために名のある植物を起こし、彼らはもはやその地で飢きんに
よって食い尽くされることはなく、もはや諸国民の恥辱を受けることもない。 
ゼカリヤ 10:1 春の雨の時に、エホバに雨を、いなびかりを造られるエホバに雨を求
めよ．彼は人々に大雨を与え、すべての人に野の草を与えられる。 

Ⅱ．神は、祝福の神です：  
創 12:3 あなたを祝福する者を私は祝福し、あなたをのろう者を私はのろう．あなたの
中で、地のすべての家族は祝福される。 
ガラテヤ 3:8 また聖書は、神が異邦人を信仰に基づいて義とされることを予見して、
アブラハムに、「あなたの中で、すべての諸国民は祝福される」という福音を、前もっ
て宣ベ伝えました。 

Ⅲ．私たちは神の祝福を尊ぶ必要があります：  
ローマ 15:29 そして、私はあなたがたの所へ行く時、キリストの祝福に満ち満ちたも
のをもって行くことを知っています。 
申 28:2 あなたがエホバ・あなたの神の御声に聞き従うなら、次のすべての祝福があ
なたに臨み、あなたに及ぶ。 
3 あなたは町にいても祝福され、野にいても祝福される。 
4 あなたの胎の実も土地の実りも家畜の産むもの、すなわち牛の子も羊の群れの子
も祝福される。 
5 あなたのかごも、こね鉢も祝福される。 
6 あなたは入って来るときも祝福され、出て行くときも祝福される。 
7 エホバは、あなたに立ち向かって来る敵を、あなたの前で打ち破る．彼らは一つの
道からあなたを攻めて来るが、あなたの前で七つの道から逃げる。 
8 エホバは、あなたの穀物倉において、またあなたのすべての手のわざにおいて、あ
なたに祝福を命じられる．そしてエホバ・あなたの神は、あなたに与えようとしておら
れる地であなたを祝福される。 
詩 84:4 幸いです、あなたの家に住む者たちは．彼らはなおもあなたを賛美していま
す。セラ  
5 幸いです、その力があなたにあり、その心にシオンへの大路がある人は。 

Ⅳ．創世記第1章28節において、神は人を祝福して、人が生み、増え、地に満ち、地を
従わせるようにしました：  
創 1:26 それから、神は言われた、「われわれのかたちに、われわれの姿にしたがっ
て、人を造ろう．そして彼らに、…治めさせよう」。 
28 神は彼らを祝福された．そして神は彼らに言われた、「生めよ、また増えよ．そして地に満
ちよ、そして地を従わせよ．そして海の魚と空の鳥と地上を動くすべての生き物を治めよ」。 

14:18 その時、サレムの王メルキゼデクは、パンとぶどう酒を携えて来た。彼はいと
高き神の祭司であった。 

Ⅴ．民数記第 6章 23節から 27節において、民に対するエホバの三重の祝福の中で、神
聖な三一が啓示されています： 
民 6: 24 エホバがあなたを祝福し、あなたを守られますように． 
25エホバが御顔をあなたの上に輝かし、あなたに対して恵み深くありますように． 
26エホバが御顔をあなたに上げ、あなたに平安を与えられますように。 
Ⅱコリント 13:14 主イエス・キリストの恵みと、神の愛と、聖霊の交わりとが、あなたがた
一同と共にありますように。 

Ⅵ．詩篇第 133 篇は、命の祝福が神の民の一と内在的に関係があることを啓示していま
す。私たちは神の祝福をもたらすために、一を実行しなければなりません： 
ローマ 15:5 どうか忍耐と励ましの神が、キリスト・イエスにしたがって、互いに対する同
じ思いを、あなたがたに与えてくださいますように． 
6 それは、あなたがたが一つ思いをもって、一つの口で、私たちの主イエス・キリストの
神また父に栄光を帰すためです。 
詩133:3 また、ヘルモンの露がシオンの山々に下って来るようだ。まことに、エホバはそ
こに祝福を命じられた．すなわち命を永遠まで。 

Ⅶ．私たちの主イエス・キリストの神また父は、キリストの中で、天上にある霊のものであ
るあらゆる祝福をもって、私たちを祝福してくださいました： 
エペソ 1:3 ほむべきかな．私たちの主イエス・キリストの神また父．この方はキリストの中
で、天上にある霊のものであるあらゆる祝福をもって、私たちを祝福してくださいました． 

Ⅷ．ガラテヤ第 3 章 14 節が示しているのは、その霊がすべての諸国民のために神がア
ブラハムに対して約束した祝福であり、またキリストにある信仰を通して信者たちによっ
て受け入れられた祝福であるということです： 
ガラテヤ 3:14 それは、アブラハムの祝福が、キリスト・イエスの中で異邦人に及ぶため
であり、私たちが信仰を通して、約束されたその霊を受けるためなのです。 

Ⅸ．聖書は、「杯」という言葉を用いて、祝福を示しています： 
Ⅰコリント 10:16 私たちが祝福する祝福の杯、それはキリストの血の交わりではありま
せんか？ 私たちがさくパン、それはキリストの体の交わりではありませんか？ 
ガラテヤ 3:14 それは、アブラハムの祝福が、キリスト・イエスの中で異邦人に及ぶため
であり、私たちが信仰を通して、約束されたその霊を受けるためなのです。 
2 ただこのことを、私はあなたがたから知りたいのです．あなたがたがその霊を受けた
のは、律法の行ないに基づいているのですか、それとも信仰を聞くことに基づいている
のですか？ 
5 それでは、彼があなたがたにその霊をあふれるばかりに供給し、あなたがたの間で
力あるわざを行なっておられるのは、律法の行ないに基づいているのですか、それとも
信仰を聞くことに基づいているのですか？ 
 



詩歌 176 

１ なが愛の宴せき, パン、さかずき、しめす。 

このしるし受け、 なれを食べて飽く。 

さかずき感謝す、 しゅくふくいかに、  

すくいのめぐみ、 血により用意さる。 

２ わがためながす 血によりゆるされ、 

なが新契やくは、 しゅくふくを得さす。 

なれいかり飲み、 わがため死にて、 

しゅくふくを買い、 わがための分とす。 

３ うしなったかみを この分により得る。 

なれの血により、 かみ、めぐみとなる。 

あがない、いのち、 この分はふくむ。 

御むねのすべて、 この分により得る。 

４ とわの分にあり、 神聖は満ちあふる。 

天のあじ見さす 計かくのさかずき。 

愛にあり飲みて、 なれを記念する。 

霊にあり飲みて、 カルバリを享受す。 

 

#176 赞美主─对祂的记念 

１．在你爱的筵席上，有杯陪饼同陈列； 

这些表记我分享，就得饱尝你超越。 

为着这杯我感谢，就是你赐的福杯， 

也是丰满救恩杯，你藉你血所预备。 

２．这是你流的宝血，使我罪恶得清洗； 

这是你立的新约，使我得着神福气。 

你已喝了忿怒杯，为我尝尽了死味； 

如此买了这福杯，永作我分，福全备。 

３．亚当堕落失去神，在这分内我得回； 

藉着你所流的血，神就成为我恩惠。 

救赎、生命并一切，在这分内都包括； 

凡神所愿并所筹，在这分内全归我。 

４．这是我们的永分，神圣、满溢的福杯； 

在神设计的杯里，尝到属天的滋味。 

在此因爱饮这杯，恩主，为着记念你； 

灵中如此的饮领，满享加略的功绩。 

 

 

 

 

Hymns #223 

The Praise of the Lord - Remembrance of Him 

１．On the table of Thy love, 

With the bread, the cup is spread. 

By partaking of these signs, 

We with Thee are richly fed. 

How we thank Thee for this cup, 

For the cup of blessing, Lord, 

Cup of Thy Salvation full, 

Cup of all Thou dost afford. 

２．'Tis the blood Thou shedd'st for us, 

That our sins may be forgiv'n; 

'Tis the cov'nant made for us, 

That Thy blessings may be giv'n. 

Thou didst drink the cup of wrath, 

Thou hast tasted death for us, 

Thus the cup of blessing bought, 

As the portion gained for us. 

３．In this portion we have God, 

Whom we lost thru Adam's fall; 

By the shedding of Thy blood, 

God becomes our all in all. 

In this portion all we have- 

Life and peace, redemption sure; 

All that God has planned and willed, 

In this portion we secure. 

４．An eternal portion, 'tis, 

Overflowing cup divine; 

Heav'nly taste do we enjoy 

In this cup of God's design. 

Here in love we drink this cup 

In remembrance, Lord, of Thee; 

Thus in spirit we partake 

All Thy work on Calvary. 

 

 

 

 

 

預言を準備するときに、私たちは、重要な点と付属的な点をもって私

たちの預言の原稿を書かなければなりません。３分で神の言葉を語り、

神を人に供給し、召会を建造しましょう！ 

＜預言のためのノート＞ 

 


